
　　　　2022年を振り返る  

■
９
月
■

２
日

鹿
屋
女
子
高
と
台
湾
の
国
立
台タ
イ
ペ
イ北
教
育
大

学
と
の
教
育
実
習
の
開
始
式

３
日

住
宅
防
火
・
消
防
フ
ェ
ス
タ

４
日

日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
第
３
節

プ
ラ
チ
ナ
セ
ク
シ
ョ
ン

22
日

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
出
品
者
激
励
会

25
日

プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ
鹿
屋
店
が
閉
店

27
日

す
み
っ
こ
ま
ち
認
定
証
授
与
式

30
日

鹿
屋
市
小
・
中
学
校
英
語
弁
論
大
会

■
10
月
■

１
日

か
の
や
市
電
子
図
書
館
運
用
開
始

鹿
屋
看
護
専
門
学
校
祭「
白は

く
ら
ん
さ
い

爛
祭
」

鹿
屋
市
漁
協
新
加
工
場
竣
工
式

２
日

鹿
屋
市
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
・
地

域
防
災
サ
ポ
ー
タ
ー
育
成
講
座

６
日

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
鹿
児
島
大
会（
〜
10
日
）

９
日

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
か
の
や
２
０
２
２

14
日

学
校
給
食
を
利
用
し
た
交
流「
鹿
児
島
・
佐

賀
エ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

15
日

旧
海
軍
航
空
隊
串
良
基
地
出
撃
戦
没
者
追
悼
式

16
日

ツ
ー
ル
・
ド
・
お
お
す
み
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会

21
日

鹿
屋
女
子
高
が
㈱
イ
ズ
ミ
ダ
と
共
同
開
発
し

た
弁
当
の
研
究
発
表

22
日

鹿
屋
市
ふ
れ
あ
い
健
康
福
祉
ま
つ
り
２
０
２
２

か
の
や
ば
ら
祭
り
２
０
２
２
秋（
〜
11
月
23
日
）

23
日

大
隅
湖
レ
イ
ク
サ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
２
２

29
日

鹿
屋
市
文
化
祭（
・
30
日
）

30
日

鹿
屋
市
防
災
フ
ェ
ス

鹿
屋
中
央
高
校
が
観
光
物
産
総
合
セ
ン
タ
ー

で「
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
」を
オ
ー
プ
ン

■
11
月
■

１
日

鹿
屋
市
合
同
金
婚
式

３
日

文
化
ゾ
ー
ン
ま
る
ご
と
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ

高
速
船
を
活
用
し
た「
観
光
」×「
サ
イ
ク
リ

ン
グ
」モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
（
５
日
、
17
日
）

４
日

鹿
屋
市
表
彰
式

２
０
２
２
か
の
や
特
産
品
コ
ン
ク
ー
ル

５
日

鹿
屋
市
子
ど
も
会
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

美
里
あ
い
ら
文
化
祭（
・
６
日
）

６
日

星
の
ふ
る
さ
と
輝
北
ま
つ
り
２
０
２
２

か
の
や
・
ば
ら
祭
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

９
日

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
に
伴
う
パ
レ
ー
ド

13
日

２
０
２
２
か
の
や
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ

鹿
屋
市
津
波
避
難
訓
練

串
良
町
文
化
祭

14
日

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
あ
っ
た
か
く
マ
ン
」

事
業
開
始
式

19
日

鹿
屋
市
戦
没
者
追
悼
式

20
日

小
学
校
区
対
抗
か
の
や
ロ
ー
ズ
ヒ
ル
駅
伝
大
会

東ひ
が
し

川か
わ

隆り
ゅ
う
た
ろ
う

太
郎
さ
ん
と
歩
く
輝
北
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会

吾
平
山
上
陵
の
四
季
を
楽
し
む
お
茶
会

21
日

米
軍
無
人
機「
Ｍ
Ｑ

９
」一
時
展
開
運
用
開
始

23
日

鹿
屋
市
農
業
ま
つ
り

26
日

鹿
屋
市
国
際
交
流
協
会
創
立
25
周
年
記
念

講
演
会

■
12
月
■

４
日

冬
華
火
＆
Ｃク

リ

ス

マ

ス

Ｈ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｍマ

ー
Ａ
Ｒ

Ｋケ

ッ

ト
Ｅ
Ｔ

豊
栄
橋
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン（
〜
２
月
18
日
）

徘
徊
模
擬
訓
練

10
日

ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ナ
イ
ト
２
０
２
２

ｉ
ｎ
霧
島
ヶ
丘
公
園（
〜
25
日
）

７月　子ども会のシンボルキャラクター
鹿屋市子ども会のキャラクターコンテスト
では、応募作品405点の中から「にこちゃ
ん」が大賞に選ばれました。

８月　鹿屋市環境フォーラム2022
環境にやさしい生活について関心を持って
もらうために初開催したもので、講演や次
世代自動車の展示などが行われました。

６月　Kanoya 和牛青年部設立
若手畜産農家で構成され、横とのつながり
を強くすることにより市内畜産業の底上げ
を目指す団体が設立されました。

６月　EXILE ÜSA氏によるダンス教室
当日は田植えの予定でしたが、雨天により
ダンス教室へ変更。ヒット曲「C

チ ュ ー
hoo C

チ ュ ー
hoo

T
ト レ イ ン
RAIN」の振り付けなどを学びました。

７月　 米軍無人機「ＭＱ－９」の一時展
開に関する協定を締結

海上自衛隊鹿屋航空基地における同機体の
一時展開に関する協定を締結しました。

７月　かのやマリンフェスタ2022
参加者はバナナボートなどのマリンスポー
ツを楽しんだほか、綱引き大会やビーチサ
ンダル飛ばし大会で熱闘を繰り広げました。

９月　 日本女子ソフトボールリーグ第３
節プラチナセクション

MORI ALL WAVE KANOYAが地元で完封
勝利し、同セクションで優勝に輝きました。

９月　台北教育大学教育実習開始式
鹿屋女子高と教育実習などを実施する台湾
の国立台北大学との間で、オンラインでの
開始式が行われました。

８月　全国高校総合文化祭プレ大会
来年鹿児島で行われる全国高校総合文化祭
のプレ大会では、市内高校を含む７校 16
組による熱気あふれる演奏が行われました。

10月　大隅湖レイクサイドフェスティバル
コロナ渦で中止していた本イベントが３年
ぶりに復活。ステージイベントのほか、レー
ザー花火ショーなどが催されました。

10月　全国和牛能力共進会鹿児島大会
５年に１度の大会で鹿児島県が頂点を極め
たほか、本市畜産農家の出品牛が全て入賞
するなど優秀な成績を収めました。

９月　すみっこまち認定
南九州のすみっこである大隅半島が「すみっ
こまち」に認定され、すみっコぐらしのキャ
ラクターから認定証が授与されました。

11月　鹿屋市津波避難訓練
津波発生時に迅速・安全に避難できるよう、
沿岸部地域を対象とした一斉避難訓練を実
施し、避難時の注意事項等を学びました。

11月　星のふるさと輝北まつり
地域の子どもたちによるマーチングなどの
ステージ発表があったほか、前日にはかの
や市商工会主催の秋祭りも開催されました。

10月　鹿屋市防災フェス
防災について学ぶために初開催した本イベ
ントでは講演のほか降雨体験、特殊車両と
写真が撮れるブース等が設けられました。

12月　豊栄橋イルミネーション
地域の有志団体である「東西くしら盛り u

アップ
p

会」が、串良川にかかる豊栄橋にイルミネー
ションを設置しました。

11月　鹿屋市農業まつり
会場ではＡ５等級鹿児島黒牛販売やおいも
フェスなどの催しに加え、農畜産物等の出
店があり多くの人でにぎわいました。

11月　鹿屋市戦没者追悼式
恒久平和を祈念する式典が挙行され、関係
者約200人が参列し、平和へのメッセージ
の朗読などが行われました。
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